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【事務連絡者氏名】 執行役員総合企画部長　　高橋　靖英
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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

平成27年11月24日に提出いたしました第210期第２四半期（自　平成27年７月１日　至　平成27年９月30日）四半期

報告書の記載事項の一部に誤りがありましたので、これを訂正するため四半期報告書の訂正報告書を提出するもので

あります。

　

２ 【訂正事項】

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(資産の査定)

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

第一部　【企業情報】

第２　【事業の状況】

３　【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(資産の査定)

＜略＞

　

(訂正前)

資産の査定の額

債権の区分

平成26年９月30日 平成27年９月30日

金額(億円) 金額(億円)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 88 70

危険債権 547 573

要管理債権 39 21

正常債権 17,249 17,759
 

　(注)金額は億円未満を四捨五入して表示しております。

 
(訂正後)

資産の査定の額

債権の区分

平成26年９月30日 平成27年９月30日

金額(億円) 金額(億円)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 88 62

危険債権 547 560

要管理債権 39 21

正常債権 17,249 17,528
 

　(注)金額は億円未満を四捨五入して表示しております。
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